有機－無機ハイブリッドを前駆体とした遷移金属化合物ナノファイバーの形成 by 中根, 幸治 et al.
－13－ 
 
[10]  有機－無機ハイブリッドを前駆体とした遷移金属化合物ナノファイバーの形成 



















(1200℃，5 時間)した残存物の SEM 像を示す．熱処理後の残
存物は前駆体ナノファイバーの形状を反映した繊維径 300 
nm 前後のナノファイバーであることがわかる． 






炭素存在下での TiN 生成反応式は，2TiO2 + 4C + N2 → 
2TiN + 4CO が考えられ，Gibbs の自由エネルギー変化と温度
の関係から熱力学的予想生成温度を 1190℃と算出した．本
実験では，TiN の生成開始温度は予想温度より低い 1000℃
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Figure 1 前駆体熱処理後（N2, 
1200℃, 5h）の SEM 像 




























Figure 2 前駆体熱処理後（N2, 5h）
の WAXD 曲線
